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薬剤部長　長 谷 川　功

薬と健康の週間に寄せて
〜薬のことをもっと知りましょう。〜

　みなさんは、処方さ

れた薬を正しく服用し

ていますか。また、ご自

身が処方された薬は、いつ服用し、どんな

働きをするのかご存知ですか?

　今は多くの患者さんが院外処方になって

いますが、お薬の疑問について薬剤師に聞

いていますか?お薬の疑問については、院

内・院外問わず、薬剤師に聞いてください。

　病気の治療にとって、医師が処方した薬

を正しく服用することは、とても大切なこ

とです。正しく服用する上で、現在処方さ

れている薬が非常に多い場合、なんでこん

なに服用しなくてはいけないのかを理解し

ていないと、服薬を忘れたり、中断してし

まう原因になります。ですが、患者さんに

とって必要である薬の知識、認識を持って

いれば、服薬を忘れてしまうなんて怖くて

できなくなります。

　血液検査値や症状等を是正するために薬

は処方されており、患者さん一人一人の状

態を治すために薬の種類が増えてしまって

いることもあります。医師は決して無駄な

薬は処方していません。服用の意義をわ

かっていないと、服薬が悪くなりがちに

なってしまい、病気の症状改善にはつなが

りません。正しい量を正しく服薬し、初め

て効果が出ると考えてください。余分に服

用しても、何も良いことはありません。副

作用が出るだけです。服用上の注意すべき

点がある薬については、食べてはいけない

ものや服用時間を守らないとせっかく服用

しても効果が十分発揮できなくなってしま

います。

　薬の説明書を読んでわからないことが

あったら、いつでも薬剤師に聞いてくださ

い。薬剤師は服薬を良くするための「薬の

水先案内人」です。

● ご自身の服薬状況に関しては、医師に正

しく伝えてください。服薬が不十分なの

に正しく服薬しているなどと言ってしま

うと、医師は「正しく服薬しているのに

効果が出ていない」と考え、さらに薬が

増えてしまうこともあります。正直にお

話ししてください。

● 処方薬は基本的に新しいものから服用し

てください。そうすることにより、服薬

の状況が判断できます。古い薬から服用

していると、処方薬による変化に気づか

ないこともあります。新規の薬が増えた

時は、症状の変化に注意してください。

　薬は正しい服用が最大の力を発揮してく

れます。「薬の道案内人」である薬剤師を

十分に活用し、薬でわからないことは何で

も聞いてください。 

薬と健康の週間とは（平成27年10月17日（土）〜10月23日（金））

医薬品を正しく使用することの大切さ、そのために薬剤師等の専門家が果たす役割の大

切さを一人でも多くの方に知ってもらい、国民医療の質の向上に貢献することを目的と

して設定された週間です。毎年、全国各所でイベントや積極的な啓発活動が行われてい

ます。

薬剤師




